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■ 取り組み紹介 －新京極町内会“除雪”から考える地域づくり－ 
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Let‘ｓ 脳トレ 縦も横も足して 25になるように数字を入れましょう 

生活支援コーディネーターが 
“地域の支えあい活動”を応援・お手伝いします！ 

一人暮らしで生活が不安… 
一人では続かないので 

仲間と体を動かしたい！ 

趣味の畑や手芸を何かに 

活かせないかなあ 

不安な気持ちを聞かせて

ください。安心して 

暮らせるまちづくりに 

一緒に取り組みます。 

販売したり同じ趣味の

仲間を集めたり… 

どんなことができるか 

一緒に考えます。 

地域の活動を紹介したり、

活動している方と 

おつなげします。 

・京極町の冬の大きな課題である“除雪対策”について、 

新京極町内会と一緒にできることを検討しています(写真①)。 

・町内会三役班長と打ち合わせを行い、除雪の現状を知る 

ためにアンケート調査を実施(グラフ②)。生活支援コーディネ

ーターが訪問し、除雪の状況を詳しく聞き取りました。 

・今シーズンの取り組みとしては、2/1（土）に実施 

した除雪ボランティアイベントに、新京極町内会の参 

加者 10 名でチームをつくり町内会内の対象 1世帯を 

除雪しました(写真③)。町内会で取り組んだことでスム 

ーズに除雪が進み、イベント後も気に掛け合うきっかけ 

になりました。 
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自宅の除雪で困っている所はありますか

斎藤 三条 西尾 
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は 

京極町社会福祉協議会のホームページ

ではカラーで見ることができます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

京極町社会福祉協議会 

答え 

①6  ④ 6 

②10  ⑤ 6 

③7    ⑥ 8 

 

第 5回つどいの場交流会 盛り上がりました！ 

11/20 に町内の「つどいの場」全 13

グループから 47 名の方に参加いただ

き、交流会を行いました！ 

各グループの自慢大会、みんなで脳ト

レ、ボール運びレク、茶話会を行い楽し

いひと時を過ごすことができました！ 

週 1 回「つどいの場」に参加すること

で、皆さん元気を維持できていることを

再認識していただけたと思います。 

村田 喜代子 『エリザベスの友達』（新潮文庫刊） 


